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	6．日林誌編集担当からの報告
	石田理事から日林誌の編集状況が報告された。投稿論文のリジェクトが増え，審査期間も長期化する傾向があり，第127回大会での学会企画「和文論文の執筆」は継続的な開催を期待するという発言があった。
	7．JFR編集担当からの報告
	福田理事から，JFRの20巻5号および6号の刊行，今後の2件の特集企画（モミ，放射能）が予定されていること，大久保達弘会員（宇都宮大学）が2016年1月から編集委員に就任すること，が報告された。また競争入札の結果を踏まえたJFR編集担当，総務担当，会計担当および学会事務局による審議の結果，2017年1月からの出版契約先をTaylor & Francis社に決定し，契約書の取り交わしに向け検討を進めていることが報告された。これにより年間100万円程度の出版費用の節減が期待できること，Springer...
	8．森林科学編集担当からの報告
	太田理事から，森林科学75～76号の編集刊行状況が報告された。また2015年12月をもって藤田曜編集委員（自然環境研究センター）と長島啓子編集委員（京都府立大学）が退任し，2016年1月から山浦悠一会員（森林総合研究所）と上谷浩一会員（愛媛大学）が編集委員に就任することが報告された。
	船田理事から，第66回日本木材学会大会が2016年3月27～29日に名古屋大学で開催される予定であることが報告された。日本森林学会大会と日程が重なってしまったが，招待状の交換は例年通り行いたいとの意向が示された。
	伊藤理事（林業遺産選定委員長）から，「森林科学」のシリーズ林業遺産紀行で，75号に「旧小曾山林学校にかかわる林業教育資料ならびに演習林」掲載したこと，76号で「全国緑化事業発祥の地」の掲載を予定していること，また27年度の林業遺産選定スケジュールが報告された。また今後の運営体制について複数の試案が示され，一部委員の過剰な努力に依存せずに，来期に向けて，学会全体として持続可能な運営体制を構築していく必要性が指摘された。
	11．学協会，社会連携担当からの報告
	黒田副会長（社会連携委員長）から，森林・林業基本計画の変更にあたっての懇談会に，正木理事と牧野眞一会員（森林総合研究所）が出席したこと，防災学術連携体に当学会として入会し，防災連携委員として坪山良夫会員と大丸裕武会員（いずれも森林総合研究所）の2氏を推薦したこと，28年度日本農学会シンポジウムで正木理事が講演すること，ウッドデザインサポート連絡会に登録し，石塚理事が担当することになったこと，が報告された。また12月24日の防災学術連携体準備会について大河内会長から報告があった。
	12．総務担当からの報告
	正木理事から，会員数の動向，関東森林学会の発案により当学会として科研（研究成果公開発表Ｂ）に応募したこと，2016年定時総会にあわせたシンポジウムを企画中であること，が報告された。
	13．選挙管理委員会からの報告
	正木理事（選挙管理委員長）から，11月30日に投票が締め切られた代議員選挙の結果が報告された。投票率は40.7％で，過去2回より10ポイント以上改善した。女性代議員の割合は26.0%で前回よりも20ポイント減少し，前々回並みとなった。電子投票システムの導入により，選挙費用の節減と選挙事務の合理化が図られたこと，電子投票システムは次年度の表彰関係の投票にも使用する予定であることが報告された。代議員選挙に引き続き，代議員選出理事・監事の互選投票を，電子投票システムを利用して1月15日投票〆切で実施中で...
	14．ウェブサイト編集担当からの報告
	南光主事から，ウェブサイトの更新，閲覧状況について報告があった。全体としてウェブサイトの閲覧数は増加傾向にあり，学会メールマガジンを経由した個別ページの閲覧も多く，メルマガの有効性が確認できること，日本以外ではロシア，ＥＵ，ドイツ，中国，ウクライナからのアクセスが多いことが報告された。
	15．会計担当からの報告
	田中理事の代理として小松主事から，現在会計担当では消費税の外税表示化に対応するため，規則および内規の見直し作業を進めており，関連して大会学術講演集価格の明示，収入支出内規の別表（価格表）の表記変更，ウェブサイトへの掲載の必要性などが報告された。
	18．男女共同参画担当からの報告

